高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００５年４月１８日

平成１６年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷（電子ジャーナル等で取得可能なものを除く）

を送付願います。(1),(2)についてはWebで公開します。

ファイルにて送付願います。(3)について必要がある場合には郵送願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で

行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。
　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントについては、上記のリストからこちらで

作成します。こちらで作成できないものついては、後日送付して頂くことがあります

のでご協力ねがいます。

（注意）なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp
郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構

　計算科学センター・事務室　　　　029-864-5473

締め切り平成１７年５月２７日（金）

高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書（１６年度）
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要　Abstract
（和文）クエンチ近似および非クエンチ近似での格子LandauゲージQCDシミュレーションによってrunning couplingと九後・小嶋パラメータｃを測定し、連続理論との比較を行った。非クエンチ近似ではJLQCD/CP-PACSのWilson fermion とColumbia大学とMILC のKogut-Susskind(KS) fermionによるゲージ場を用いた。

クエンチ近似ではβ=6.45 の564 までのシミュレーションでパラメータｃは理論値１に対して0.8程度に留まっていたが非クエンチ近似では、時間方向が空間方向より長いことによる方向依存性はあるものの、ｃは１とconsistentであることが見出された。非クエンチ近似でのrunning couplingはクエンチ近似と同様に、fermionの種類によらず質量が十分小さくカイラル極限に近いときには、α0～2-2.5の赤外固定点のあることが示唆された。MOM~スキームでの4-loopのpQCD計算と比較するとクエンチ近似でのrunning couplingは運動量が1-3GeVの領域でc1/q2 のenhancementが見られ、非クエンチ近似のWilson fermionでも格子定数が小さいものについては同様であった。更にMILCの KS fermionではdimension 2の凝縮項c1 と逆符号のdimension 4の凝縮項c2 の補正項の存在も示唆する結果が得られた. ZwanzigerのGribov領域のhorizon conditionは成り立っていることが認められた. dimension 2の凝縮項c1 は horizonに関連したゲージ不変なゲージ場ノルム||A2|| に関係した物理量であるという説があり、注目されている。
（英文）

The running coupling and the Kugo-Ojima parameter of quenched and unquenched lattice Landau gauge are simulated and compared with the continuum theory.　In the unquenched simulation, we used gauge configurations of JLQCD/CP-PACS with Wilson fermion and those of Columbia University and MILC with Kogut-Susskind(KS) fermions. 

 In quenched simulation up to β=6.45 on 564 lattice, Kugo-Ojima parameter c seems saturated at about 0.8 in contrast to the theoretically expected value 1, while in unquenched case, although there exists dependence on the polarization due to asymmetry of the lattice (time axis is longer than spacial axes), it is observed that c is consistent with 1. 

Presence of infrared fixed point of α0～2-2.5 irrespective of the fermion actions (Wilson fermions and KS fermions) in the continuum and in the chiral limit is suggested. In comparison with pQCD results up to the 4-loop level, the data ofαs in the region 1～3 GeV exhibit presence of c1/q2 correction term in case of quenched simulation and in case of unquenched one with small lattice constant a.  Further MILC configuration suggests also presence of dimension 4 condensates with sign opposite to the dimension 2 condensates. We observed that Zwanziger’s horizon condition is satisfied within errors. The dimension 2 condensates c1 is attracting attention of theorists since there exist theories that it is related to the square norm of the gauge field which appears in the context of horizon condition and that it is gauge invariant.
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